






















( 注 ニ )
儀兵衛行状聞書』、懐徳堂で学んだ加藤景範が義兵衛の事蹟を記し、懐徳










































とあり、両者はほぼ同じ文章であるとし よい。煩を避けるため他の例示は措くが、この様な例は枚挙に暇ない。両本とも、義兵衛の孝状を記すものであるから、プロットやストーリーが似通っ いるのは当然のこととしても、ここまで文章が一致するのは、先行す 文章を後行 ものが襲っ
( 益 六 -
結果に他ならないであろう。
『かはしま』には、義兵衛の孝状は竹山によって初めて顕彰されたとい






とあるように、竹山は募金運動のために義兵衛の行状を「書きつらね」たものを同志に配っていた。この配布物が、『竹山版』 本文部分であり、表彰以前の「あはれあはれとよみったへ」ていた段階で、すでに松翁の目に触れていたものと考えられる。恐らくは、「親しきが中」の読者が松翁に見せたものであろうが、だとすれば、宮川氏が「実際には懐徳堂と心学の知的市場はかなり 範囲で重なりあうものであっただろう。」(宮川氏前掲論文)とする一つ 具体例といえるであろ 。ただ、『竹山版』 言上を目的として撰された で り、他の二本に比して具体的な孝行の記事が少ない。それに対して『心学版』ではエピソードがかなり増加 ており、
独自の取材がなされていたことが窺われる。
また、『竹山版』と『かはしま』との関係については、同じ懐徳堂関係




孝子儀兵衛聞書』と明和八年懐徳堂から出された『かは もの たり』は、その内容もほぼ同じ」(宮川氏前掲論文)とするように、一見 この両者の内容が近いことが見て られ、景範が『心学版』を参照したことは間違いない。また、円かはしま』の最終部には、竹山の募金活動から領主への言上、領主より褒美を賜った など、顕彰の顛末が記されているのだが、それ以外、つ り義兵衛の孝行について 『かはしま』独自の記事はほぼ無いといってよい。序には「是に於 事、甚しく 旧(引用者注・『心学版』を指す)に加えず。」(『かはしま』序)とあるが、「翻刻篇」
を確認するに、むしろ「加え」ないだけではなく、却って記事の数 減少
{注九}




要なれども、親の心を養は一入大切の儀と 趣に自然と相叶ひ、別て奇特之至に御座候。」(八段)として『孟子』を引用する箇所が存在すること 、『かはしま』が『心学版』にある「北野富田屋の墓所は、京寺町天性寺に有。儀兵衛、月に一両度は、かならず参詣し 花水をたやさじ:::。」(十九段)や「或人儀兵衛に問 孝行をせよといふ教へを、儒者か仏者に、開れしことありや。 答に、曽て 孝行にせよといふ教へを聞きしことなしといふ:::。」(三十四段)といったエピソードを採用していないなどに、僅かに儒学を宗とする慎徳堂の関係者らしさを窺うことができよ{注十二λノ 。
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また、履軒による『かはしま』の序には『心学版』を指して「京刻の状、
其調但近、以て実を記すに足れども 以て後に伝う に足らず。」とあり、竹山も「京邑に刻有り、織悉 書す。但だ惜しむ刻中旋典 脱するを 人
{ 注 + = 】













{ 註 + 五 )





を傍え紫禁に入り一朝長信宮に献納せん::・・救して賜う大官の荒霜果之に申ぬ御府の錠子銀(誰侍余状入紫禁一朝献納長信宮:::救賜大官薦霜果申之御府錠子銀ごとあり、また、『かはしま』の附録 成美のことば」には、「秋の宮(引用者注:・皇后を指す)にさへ、其事のきこえあがりぬとや」とあり、義兵衛は、藤公(鷹司家)と紫禁(皇居)との両方より褒美を受けたことが解る。ここに「その人最栄 べき事は故ありて其分にものせず とあり、梅園は、『かはしま』本文に載す褒美や復除についての記述は、領主鷹司家によ も で 皇室より褒美を受けたことを記して ない、と考えてい ようであ なお 『箕陰集』載す「孝子義画像引」には改行は無いが、『愉腕録』では、「太后」「天顔」 玉音 などの




しま』や竹山の功績についてのみ記し、『心学版』へ 言及 ない。このことも「麻田剛立や中井履軒と生涯文通した。」(湯浅邦弘編著『懐徳堂事典』「三浦梅園」の条、大阪大学出版会、一七九頁) る うに 梅園

































































でもある。小堀氏が「一般には儀兵衛として知られており、戦前の小学校五年生用の修身の固定教科書(第三期、昭和五年)で儀兵衛と書かれているが、竹山は義兵衛と書いている。現在、京都市西京区川島玉頭町に建てられている碑でも儀兵衛となっているところからみれば、この話 普及には竹山より 心学道話 方が与ってカがあったようである(傍点ママ)。」(小堀氏前掲書、八五頁)とする 、字体が一致しているのはこのことによる。
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附 し た 。
革島語序文以記事、々因文而停、事可停市文不稽駕者、適以覆柴而己、文之不可以己也、是故操阻之士務於文、而浮言溢辞、往々而出鷲、是勢之所必至、而君子恥之、乃使観者以一言之浮 疑於其事
一辞之溢、而疑於其人、亦
不足以停、則復何 文為 若藤君子常記草島義之孝、桂一皿賞可侍者、抑義之孝宣著子世也、家兄子慶之力也 京師又有刻孝状者、而啓聞益庚突 子慶壁余、皆婆子革島氏 而義乃婦家之傭程、故聞其事最蚤、而獲効力云、嘩乎聞義之風者、雄有凶惇暴戻 夫、莫不堅沸 況乎孝友畳弟若吾子常者、其相感動為何如哉 宜乎稽賛弗措、百里命駕、屡過義 底 親観其所奉養退市嘆日、至哉孝也 所見踏所問、又謂京刻之状、其詞但近、足以 賞而不足以惇子後、乃易以典雅之詞、復益以其所見聞、於是乎事不甚加於宮、而情景益員、換然生光輝、夫子常今 宗也 我雄不足以知之 而濁知其停之不朽也、然則義之孝宣著子世者、子慶之力、而能施子後世者 子常績奥、我何人、而復弁以斯言者 蓋先容 観 欲其無疑於浮言溢辞 市興起於斯
中井積徳謹書
【 書 き 下 し 】文は以て事を記し、事は文に因りて惇う。事停うべくして文稽せざるは、部に以て柴を覆すのみ。文の以て己むべからざるなり。是の故に操師の土文に務む。市れども浮言溢辞、往々にして出づ。是れ勢の必ず至る所にして、君子之を耽づ。乃ち観者をし 一言の浮を以てして、其事を疑い、一酔の溢も して、其の人 疑はし 。亦た 侍うるに足らざれば、則ち復た何ぞ文 以て為さん。藤君子常の草島義の孝を記すが若き、晶一皿し貨 侍うべき者なり。抑そも義の孝、世に宣著 るや、家
およ
兄子慶のカなり。京師 又孝状 刻 者有りて 問答聞益ます賢し。子慶壁び余は、皆草島氏に要る。而して義は乃ち婦家の傭慢なり。故に其の
はやいた















かび斗ちわづらひて 引の市税げとも く三年たちぬ。一ども、人がらに不相感なる家業ゆへにや、うち績一母も達者成時分故、不得止事一旦 其意さあ て後、半右衛門が妻、をのこ をうめ 。後一儀兵衛十歳の頃半右衛門は相果けり。【一|一一】半右衛門は三十七年以前に相果、【一|二】
持-




一孝子義兵衛は、山城国葛野郡川島村、帯屋半右衛門一山城園葛野郡、西岡川嶋村二町縄手、孝子儀兵衛一一鷹司様御領京都西岡川島村之内、二町縄一といへるが子也 まこと 京四条の大路、堀川のほ一は、百姓半布衛門といふ者の養子也。実は 下京 手と申所に住居致し候帯屋義兵衛と申者、-惜傷-
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一せをしぼり かち人のおも荷、旅人の り物に肩の一るひは駕簡を鼻、あるひは普請の手停ひ 小料理、
m
ノ手ツタヒ線役-
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吹いりし、そなへかく事もやと、み一の中一両度も、かならず見舞にかへれり。母の不一雨度宛は、必老母見廻に蹄り申候。勿論
-惇母ヲ見ヌ聞ハ心ヤ カ-一あつかふ。身のつかれいこはむよりは、見ぬ のむ一快なるときは、三度も帰りて安否を問へり。しか一休みの聞を考 、少しも先方の聞 融不-ヲカへ"ミテ心ヤスムルガ身ヲ体ムル リマサ 也一ねやすむるがまさるなるべし。 ども、先方 聞を欠ざるやうにせり。【六
l















M M J η γ
と、一日のものがたりして、腰一儀兵衛が母、六年己来両足いたみ、行歩も不自由一老母雨足をいため、行歩も自由ならで、
-母 一一一ひざをなでみさすりみ、かたてに湯わかして、足一にて、常病人なり。其いたみ、湯にて暖むれば、一年来常病人の事ゆへ、湿気暑気の時分は-ト実タラウヲイタハリヨケントテ母云一一訪れりんとこふ。ある時は、母その労をよぎ と、こ一和らぎて快ゆで大かた毎夜 腰湯又は洗足をさ 毎夜湯をわかし、腰湯又は行水杯丁寧に-シザウデ何そセズニ休メ 一一よひはいたみたはやすし。さて/¥休みてよとゆる一せけり。夏の行水には、その間も蚊を挽ひ、丁寧一致し遣候。【七|ニ-メパカリニ湯ヲカスエアラ一ズワガタメニ一ふれど、わざとま』の めかは、をのれがにこ一に扱へり。【三十一| 】一惣じ 年中或は遠方へ参り、又は強き働-イロイロエイフテガテンサセテ--一そわかしつるゆをとて、とかくこしらへてあらふ。一儀兵衛雇はれ行たる所 て 湯っかふことなし。一致候。いかほど勢臥侯ても罷障り候へば、-トハル与ワガ足アラフヲグシ
Z
シテ億三揚ヲツカハス一一
















a l - -
】















-総兵衛一ばる』に、は』みとがむるおりもあれば、いと一る。但しゆることいふ 、もみずりの時出る米の一候。母へ カの及だけは、衣類高端心を園ウヱタルケモナク鎗兵庫剛冨--一さりげなくて、けふ その家にめさ て、はらみち一屑なり。ふさくなる一付あてがひ申候。一 ぬ と
o m u u









一 ま な べ に 。
稲の中にでも実いりあしく、
または凶年の悪米に多くいづる物なるを、







口 一 傑 創 刊 以 似
MM
同駅昨日















お そ れ 、
物かりし人へは、
節季の三十日も前に、






























































































































































実 拠 地 エ ア ラ ヌ
人ありて、特立担がらき世をわたりて、あらぬ人はさ一十除歳の頃、縁類 人い 。汝此年月苦労する
実母ノ家ヲタズ子テ其家エスマパ貧シ一





















-母 一- 岬 山
U
持






















べての親しきが中、うと きはにも っすめる。かのしぱしの後のおや、富田やのあるじ、義兵衛を一儀兵衛を養子に貰ひし、北野富田屋何某、儀兵衛一無程其亭主相果、段々零落に及候へば、かへしける後、ほどなくうせぬ。義兵 その妻のた一 川嶋へ戻 て後 ほどなく相果 それより次第一盆親切 致し遣候。今の後家三年己前大
子ンゴロカハヲズ一一
つきなさを、思ひやりなげ て、むつびさまさず 一に身上衰、困窮に及びければ 儀兵衛策のどくに一病を受、誰か力を添候者も無之候故、義タソヨナタソノ嚢モ
x--
あふな/¥こ』ろくはへけるが、そも文おもくわづ一 ひ、ま /¥親切にしけり。しかるに、其寡一兵衛参り、前後四十日計り介抱致候。死らふが、は ハ¥し みあっかふ人もなくて、義 一婦 比三年以前大病を受 ゅへ 儀兵衛かたへ 後見届け遣し候。其聞は川島にて老母一
カヤウカヤウノナンギトイヒヤレパ縄兵衛聞ズテニシガタク思テ一-一




いまはのきざみ、後のわさまで事 たしぬ。一て 早く北野へ行けり。かくのごとくなる事、七一り川島迄鈴程の道法り 所を 度々老母
一.... ・
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一衛、いたくおちあふれで、めおやとむすめぐして、一り、丹波へ養子にやりけり。其後丹渡よりは通路一へ養子に遣し置候所、此賓子甚不坪もの-縫兵衡セヲエシテ一-一義兵衛がすへたどり帰りしを、そのほ りにすませ一もせざりしが、十年計巳前二月頃、長兵衛不仕合一にて、是迄貨母方へは一向見廻も不致候一しが、猶ヨ叫「フるほしかねて、又伏見にうつり、一ゆで一人の娘を連て、儀兵衛かたへ引越来り、一所、去々年丹波の身上相仕廻、其上永々一猶わたりかねて、めおやは義兵衛 おれが 、川島 又其翌月、長兵衛我養母をむかひに住伴ひきたり、一の癒毒相煩ひ、立寄方も無之候に付、川-擁 一-一へっかはし』を、小き家かりではぐ』みぬ。長兵衛一川嶋に家をかりで住けり。其後、長兵衛親子三人一島へ障り来り候へども、老母年来之不届-下男奉公薗毒 一一はむすめつれて 京にやっこつとめしが、けちどく一伏見へ引うつり、三四年ばかり居けれども、又不一を怒 向門口 も寄せ付不申 。義一のやまひして、内出労ら人となり、めおやのかたへ 知意に成ける へ 長兵衛が養母を、儀兵衛世話一兵衛此由を甚気毒 存じ、老母には隠し-長兵衛ヲ僧ミテカマハヌヲ 一一たジよひよりぬ。義兵衛が母は すげなうよそに し、ひそかに 川嶋に小家をかり、住せ置ける。一近所の小屋をかり受、ひそかにいれ置、一すぐせるを、ほかぶ( がやしなひをわかちをる一長兵衛は娘を連 京 奉公に出けるが、其後 主困難の中よ 案一升二升づっ送り遣し、-縫 衛--
お一ほど、かの病に但馬のゆあひよしとき』出て、わが一兵衛病気にて、奉公も勤まらざるゆへ、川嶋、我一半年計りも養生致させ候へども、快気不
一きる物あまりなく賀川町て、ゆあひのつゐえまかなひ 養母の方へ来りて、同居 けり。初よりの段々 一致候故、色々心を壷し、但馬湯治可宜旨-ハツキリトミエテサツハリト快
-E




の湯治よろしきよし、儀兵衛聞出し来り、不自由一へども、下地と申し、是も養母一人有之なる中より、銀武拾目才覚しと』のへ、長兵衛を一候故、一向義兵衛助けには相成り不申候。入湯に遣ける。其 るし有て、一まはり計に快な一【十四】り、夫より次第に達者に成けり。長 、今にては奉公をつとめ、其給銀 て我養母を養ふとなり。【 二 十 六 】
園周川島イフ一如叫がた古川げようありてゆくに、わがさとなるはさ一儀兵衛京へ行とて家を出るに、所の老人な-ズイザゴザレ-一ら也。相しる老人などのゆくにあへばいざたまへと一どの他行するに逢、其人わらづと風呂敷包の類、-アレ縫川川崎ノ東ニア
9-
一て、もたる物、何にまれかひとりて、控の たりあ一何にでも持るものあれば、直に預り持、あゆむに一やまちあらせじと すけ、さてをのれは、いそぎの一も老人と同じゃうに、ゆる/¥とあゆみ、桂川の-老人ワガトヲル遭一一っかひなりとて先だっに、そ がゆくかた わが道一わたし舟、けがなき様に介抱し 舟をあがれば、-ナレパ老人ノ鞠ヲ我モチテヲル也ソレヲスグニ老人ノ行サキへト一
M























































































































































































































之が類たる克わず。市れども美の鍾る者葱の如し。宣 天我不逮を警して、之を偲り弦掌と為すな か に於 か諸を唐風に取り 喜柴の齢、之に継ぐに程々を以てす。
a . . . 
. . . . . . . . . . . . . . . . . 







【必少 此通にしり日父一 左之 右養
録
五ず々 方に不も、雇に Y来E 




篠田事吾候。 年工 事 末 門 て兵衛年来孝物と と 仕方 月の故 候
り も 養わ、之
又 通ゆ尤、母づ其百 【
は京 路へ賓家様箇安か巳姓 一老農 は 、 心の来之 γ」 四| じu 
吉見 致絶の之候中致葉 賃銭顛 て 孝して紙成奇特 、 儀好又 が通屋 を難 子
みは た路は に以巴甲募 殊外 義
候物 近在 き無も相心孝 、ー困 兵衛勢 臆底養人 1;: 窮・ 行







4即時宮下i車 主もら ;士属 丁はて蓄の之 常
調目 一甚候義 国
J 、 の 】之へのの渡地 E 
腸内 貧ど差茎守み 世 も
り 1;: 者も別の担よ 之候』 故はに中之り 大。て、. 、不論少よ。養 略
- 174 -
儀兵衛養子なる事を、母かたくつ』みかくせり。常/、、人に逢ひても実子一養母兼てより義兵衛事甚心に叶候へば、賓子と申立罷有り、もし養子といひ居けり。もしたれにでも養子など』いふひとあれば 直 打けすゆ一杯と申人有之候へば、直に打けし候。義兵衛へも一向かくし罷有候。へ、儀兵衛養子なる事を曽て知らざりしが、義兵衛は其需存知居候へども、是又右之様子故不存候腫に致候需故、【十|一】いよ/¥以賓家之通路は無之筈にて候。【二|二】儀兵衛常に母の存命をたのしみ暮せり。 かるに其意をしらずして 母の一義兵衛平生老母の存命を築しみに致し罷在、も 他人など老人の長命為 柔和にして、酒を好まず色にみだれず、檀譲厚うして己を謙り、人を敬ふ。幼より人とあらそはず。人を阿らず。人の善悪を陰にでもいはず。無欲にして外に望なく、唯親を安んじ、兄弟中よくせん事を心とせ【 一
ll
四 】
かくてほどなく 富田や亭主相果 身上段々衰へけれ 儀兵衛気毒がりて、盆ねんごろに通路いたし、今に二季のす』挽の手俸にまで行けり。年月をかさね、富田屋に居けれども、其所がらの風俗には、すこ も染たることなし。【三|二】前かた伏見に奉公せし事有。家業につき日〈京へ青物買に通ひけるが、三日に一度は、か らず川嶋へ便有知る人のかたへ立より、母の安否を聞け 。かくのごと ること半年ばかりなりしが、兎角母の事気づかひに思はれ、断をいひて奉公を引けり。【六|二】
是は孟子に相見え候。親の口を養ひ候も肝要なれども、親の心を養は一入大切の儀との趣に自然と相叶ひ、別て奇特之至に御座候。【八|一一.圃.
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儀兵衛母へ能事のみにあらず。其外、善行美事はなはだ多かるべし。今其聞き及ぶあらましを記而己。【三十五】或人儀兵衛に問。孝行をせよといふ教へを、儒者か偽者に、聞れしことありや。儀兵衛答に、曽て、孝行にせよといふ教へを聞きしことなしといふ。又問。孝行をするとおもはれ候や。儀兵衛答に、孝行にするとは存ぜず、唯大切にいたし候といへり。【三十四】首春巳来は 取わけで、足の痛み強く成しゅへ 毎夜湯をつかはせ、深更一老母嘗春己来は、取分け足のいたみ強く侯故、毎夜湯を引せ候上に、まで撫摩などし 別して寓に心を尽せり。【三十二|一一】深更迄はなでさすり 高事に別して心を遣ひ罷在候。【十七】北野富田屋の墓所は、京寺町天性寺に有。儀兵衛 月に 両度は、かならず参詣し、花水をたやさず。されどもいそがはしき身なれば、命日に参る事は稀なり。若用事ありて 幸に其命日に京に出れば、方角大きに違ひ勝手悪き時も、それを厭ず参詣せり。【十九}
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つねに母何 でも好ものあ しばらくも其望を止め置事なし。尤貧に馴たる母なれば、させる望 は らねども、昼夜何時といふ事なく、其好むものをと』のへ 母の快食するを悦べり。【十七|一一】長命其方の難義なるべしなど』、戯ながらもいふ人あれば、儀兵衛忽悦び一故、其方の難儀杯と戯ながらに申候へば、面色替り内心には立腹致侯ざる色あらはる』ゆへ、祉入てまたいふ言葉なし。【十三】一睡に相見え申候事、毎度有之候故、能人も恥入挨拶に鹿末の事不申候
一 由 。 【 十 五 】






































































































































































余 状 : ・ 『 孝
子義兵衛記録』を指す。
O























































端 的 : ・ 事
情。委縮。※、現在、孝子祭を執行されているる孝子彰徳会・冷繋院には、資料の閲
覧に際して格別のご配慮を頂いた。記して感謝する次第である。
